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児童向け地質・防災学習における対面方式と Web 方式の特徴と課題

（株）藤井基礎設計事務所 〇岩佐 直人，藤井 俊逸，杉原 正樹

1. はじめに

近年異常降雨による土砂災害が多発し多くの被害が発

生している.平成 11 年広島災害の教訓から平成 13 年に

土砂災害防止法が施行されたことを機に，構造物による

対策（ハード対策）を主体に行っていた土砂災害対策が，

警戒・避難を主体にした対策（ソフト対策）に移行した.

これ以降土砂災害警戒区域や特別警戒区域の設定，ハザ

ードマップ作成等によって居住地域の自然災害に対する

危険度が把握できるようになった.さらに気象情報を元

にした防災情報が発令されるようになり，警戒・避難行

動を促す制度が整備されつつある.しかし個人レベルで

見ると「正常バイアス」や「同調性バイアス」等のバイ

アスによって，警戒避難行動になかなか結び付けられな

い状況にある.これらバイアスの壁を下げて警戒避難行

動につなげるためには，地域防災活動を通じて，地域住

民の一般的な土砂災害に関する知識を高め，居住（就労）

地域の災害履歴，地形・地質等の地学的知識を把握して

おくことが重要である.併せて将来その地域の担い手と

なる子どもたちの防災意識を高める活動として防災学習

の必要性が高まっているところであるが，防災学習の時

間確保が困難なことや効果的なツールが未整備等の課題

が多い.

筆者等はこれまで児童に訴求しやすいツールとして

「防災どぼく模型」を用いた防災学習を行っている 1)が，

コロナ禍で対面方式の授業が制限されたことから，Web

方式を取り入れてきた.2022 年に実施した防災授業にお

ける対面方式と Web 方式の特徴と課題について報告す

る.

2. 防災どぼく模型の概要

防災どぼく模型は，100円ショップ等で安く入手できる

材料や身近な材料を用いて，自然災害や土木技術のメカ

ニズムや効果を把握する模型で，図-1にがけ崩れを理解

する防災どぼく模型の例（がけ崩れ現象と安全な部屋説

明用）を示す.

3. 防災授業対面方式と Web 方式の比較

(1) 対面式による防災授業

授業対象は雲南市木次小学校６年生31名で，風化等地

学学習授業終了後に実施した.この地域は，花崗岩地域で

あって落石及びがけ崩れが発生しやすく，天井川の斐伊

川及び久野川合流地帯であることから，洪水が過去に何

度も生じている地域である.授業では，まず土砂災害の現

状と代表的な対策工について説明した後，５つの班に別

れて防災どぼく模型を用いて実験を行った（表-1）.その

結果を整理して班毎に発表した（図-2）.

(2) Web 方式による防災授業

図-3に Web 方式による授業状況を示す.今回の対象は

全国から応募のあった小学校3年生〜6年生の19名であ

る.授業は，土砂災害の現状と代表的な対策工について説

図-3 Web 方式授業状況（実験結果の確認）2)図-2 対面方式授業状況(班別実験の結果発表)

図-1 防災どぼく模型の例

（がけ崩れメカニズムと安全な部屋説明用）

移動土塊は、３種類の
径のナットで表現
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明した後，あらかじめ参加者に送付した防災どぼく模型

を，Web 画面を通して参加者と共に組み立てた.その際低

学年の児童は親御さんの協力を得ている.その後テーマ

毎に模型を用いて実験を行った.図-4に模型実験状況を

示す.実験結果は，都度あらかじめ送付したデータ記録表

に記載し，Web で確認した.

4. まとめ

コロナ禍の2022年に実施した小学生を対象とした対面

方式と Web 方式による防災授業の経験をもとに，それぞ

れの特徴と課題を表-2に整理した.それぞれ一長一短が

あるものの，その特長を理解して活用すれば防災授業を

効率的に行うことができる.そのためには子供達が理解

しやすい授業内容や防災どぼく模型を準備する必要があ

る.
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表-1 対面方式時の班別に実施した模型実験 1)

表-2 防災授業に関する対面方式と Web 方式との比較

図-4 Web 方式によるグラウンドアンカーの模型実験

状況 （写真提供：土木学会土木広報センター）


